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要　約
本稿の目的は 2 つある。 1 つめは医学生が海外臨床実習プログラムに参加を決めた要因を明
らかにし、これまでの自発的な海外駐在員（SIEs）研究と学生の海外留学研究との間のギャッ
プを埋めることである。 2 つめは、インタビューを、手作業による伝統的な質的分析方法では
なく、コンピュータを用いた量的分析である計量テキスト分析を採用することである。本調査
の結果、本稿で分析した医学生の海外実習の参加決定要因は、大学生の海外留学と SIEs の海
外駐在との中間に位置することが分かった。また、計量テキスト分析によって、より客観的で、
発言回数を反映した参加決定要因のクラスターを作成することができた。
〈キーワード〉　グローバルリーダーシップ、短期海外経験、モチベーション、異文化適応
Abstract
This study examined the factors affecting participation in international training for Japanese 
medical students. The purpose of this study is to fill the gap between the existing research on self-
initiated expatriates and that of college students. Also, we use computer-aided qualitative analysis 
test analysis to analyze the interviews objectively and comprehensively. The clusters were extracted. 
They were three types of motivation （skills, study abroad, timing）, two goals （skills, cross-cultural 
adaptation）, and expectations and anxiety about the international training.
1 ．序章
近年、多くの大学が医学生を対象とした短期海外臨床実習プログラム（以下、海外実習）を設置して
いる（医学教育振興財団 , 2013）。これは、国際的に活躍できる人材が医療分野でも必要になってきて
いることが背景にある。外国人患者や海外との共同研究の増加に伴い、医師が医療英語やグローバルに
通用する能力を身に付けることが求められている。この二つの能力だけではなく、大学は海外実習経験
が、医療従事者としての職業能力向上にも有効だと考えている。海外実習参加によって、日本における
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臨床実習では得られない医療技術や知識、ノウハウを身に付けられると考えているのである。海外実習
の参加者は、医学部の主に 5 、 6 年生である。彼らは、所属大学での学びを終えて、日本国内の大学付
属病院などで外来もしくは病棟の実習に参加している。海外実習の内容は、 1 ヶ月から数ヶ月間、海外
の医療機関の指導医の下で医療チームの一員として患者診察に従事するものである。また、海外実習の
申し込み方法は、参加者自身が実習先の病院を探して各自で応募する形式である。これら海外実習の内
容（海外で業務を学ぶ）と応募方法（自発的）から、海外実習に参加する学生は自らの意思で海外赴任
を志望する海外駐在員 Self-initiated expatriates （以下、SIEs）と類似している。
国際経営分野において、グローバルリーダーシップに関する理論及び実証研究は多くの蓄積がある。
そのうち、海外駐在員に関する研究分野では、自分の意思で海外赴任を決める SIEs に着目した研究も
増えている（Noeleen et. al, 2011, Tharenou & Caulfield, 2010）。これら研究では、自ら海外赴任を志願
した SIEs の方が、所属組織から指名された海外駐在員よりも、異文化適応力が高く、駐在地で成功す
る可能性が高いと述べてられている。一方で、グローバルリーダーシップ育成に関して、就業前の海外
留学など個人的な海外経験の有意性を研究する文献も多い（松原・薛・李・姜 , 2008, 船津・堀田 , 
2004, Pope, Sánchez, Lehnert, & Schmid, 2014）。これら文献では、個人的な海外経験が将来の国際的な
仕事をする際の能力の育成に影響すると述べられている。しかし、これら 2 つの研究対象の中間である、
就業前の業務に関連した海外留学（例：本稿の海外実習）を分析対象とした研究はほとんどない。した
がって、本稿では SIEs 研究と学生の海外留学研究の間のギャップを埋めるために、就業前の業務に関
連した海外留学（海外実習）を取り扱い、実習参加に影響を与える要因を分析する。
2 ．研究の目的
本研究プロジェクトの最終目的は、自発的に海外実習に参加した医学生が、海外実習を通してグロー
バルリーダーシップを育成できるかを明らかにすることである。しかし、本稿では、研究プロジェクト
の最初のステップとして、海外実習参加に影響を与える要因を明らかにすることを目的とする。そして、
SIEs 研究と学生の海外留学研究との間のギャップを埋めることを目指す。加えて、本稿の分析方法と
して、手作業による伝統的な質的分析方法ではなく、コンピュータを用いた量的分析である計量テキス
ト分析を採用する。この目的は、「インタビューを実施するときに要求されるような共感的・共同的な
視点から距離を置いた、より冷静にデータを眺める視点を得られるという利点」（樋口 , 2014, p.13）を
検証するためである。
3 ．先行文献レビュー
3− 1．SIEs の意思決定要因
自分の意思で海外駐在に行く SIEs の意思決定要因は、組織の任命で行く海外駐在員のものよりも幅
広いと指摘されている。Froese（2012）では、「国際的な経験への志望」「赴任地の労働条件が現状よ
りも魅力的なこと」「赴任地に関係のある家族がいること」「赴任地の労働市場（就職のしやすさ）」が、
SIEs に特徴的な動機づけだと述べている。Chen, Kirkman, Kim, Farh & Tangirala（2010）は Cultural 
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Intelligence（CQ）のうち動機づけ CQ 尺度を SIEs の意思決定要因としている。この動機づけ CQ 尺
度は次の 5 つの質問から構成されている。「 1 ．私は異文化の人々と交流するのが好きだ。2. 私は自分
に馴染みのない文化で地元の人々と交流することができる。3. 私は新しい文化に適応するストレスに対
処することができる。4. 私は自分に馴染みのない文化の中で生活することを楽しめる。5. 私は異なる文
化での買い物環境に慣れることができる（筆者訳）」（Ang, Van Dyne, Koh, Ng, Templer, Tay, & 
Chandrasekar, 2007）。Inkson, Arthur, Pringle & Barry（1997）は上記に挙がった要因以外に、「好奇心」
「新たなことを学びたいという欲求」「過去・現在の状況からの逃避」などを挙げている。
3 − 2 ．大学生の海外留学参加の意思決定要因
大学生の海外留学参加の意思決定要因は、経営学や教育学の分野で研究されている。これら先行文献
の多くは質問紙を用いた学生の意識調査結果をもとに分析している。松原他（2008）は、「学生が所属
している学部」「親が留学に賛成していること」「留学先に親戚や知人がいること」が、大学生の留学参
加に影響を与えていることを示した。船津他（2004）は、「過去に短期間でも海外経験がある場合」「卒
業後に留学する志望がある場合」「卒業後の所得に対してそれほど強気でない場合」に、学生の海外留
学に対するモチベーションが高くなると述べている。Pope et al.（2014）はアメリカの大学生を対象と
した研究で、海外留学の参加意思決定には、「自己成長欲求」「過去の海外経験」「参加者の年齢が関係
すること」を示した。これら先行文献を踏まえて筆者（小西 , 2017）は、大学生の短期海外留学意思決
定要因を分析し、留学参加へのモチベーションは、「そもそも留学がしたかったこと」、「語学力の向上」、
「新しい文化を経験できること」、「自分を困難な状況下に置いて成長させたいという願望」、「身近に留
学経験者がいること」、「大学主催で同行者もいる安心感」「過去の海外経験」の要因と関係があること
を示した。
4 ．研究方法
4− 1．サンプルとデータ収集
海外実習参加前の2016年12月から2017年 1 月までに22名
の海外実習参加者にインタビューを行った。インタビュー
は、半構造化インタビューガイドラインに沿って行い、回
答者の発言に関係があると考えられる更なるトピックの探
索も可能にした。一連の質問は海外実習参加に影響を与え
た要因について行った。具体的な質問は、「なぜ海外実習
に参加することを決めたのですか」、「海外実習先はどのよ
うに決めましたか」、「海外実習で達成したいことや期待し
ていることはなんですか」、「海外実習で不安に思っている
ことはなんですか」など幅広く行った。
全体のサンプルは男性14名、女性 8 名から成り、年齢は23歳から25歳である。参加者の詳細とインタ
表 1　調査協力者の構成
性別 年齢 配偶者の有無
男：14人 23歳：11人 有： 0 人
女： 8 人 24歳： 7 人 無：22人
25歳： 1 人
申告なし： 3 人
表 2　グループインタビューの構成
協力者 ID インタビュー時間
1, 2, 3 20分
4, 5, 6, 7, 8, 9 38分
10, 11, 12, 13, 14 48分
15, 16, 17 28分
18, 19, 20, 21, 22 26分
─ 44 ─
ビューの構成は（表 1 ）（表 2 ）に記載している。
4 − 2 ．計量テキスト分析
本稿では KH Coder を用いた計量テキスト分析を行った。具体的には、インタビューに多く出現する
言葉を自動的に取り出し、それら頻出語に対してクラスター分析を行った。この結果、単に頻出語を概
観するだけでなく、似通った文脈で使われている語のグループを見て、インタビュー内容の探索を行う
ことができた。
樋口（2014）は、計量テキスト分析を次のように定義している。
計量テキスト分析とは、計量的分析手法を用いてテキスト型データを整理または分析し、内容
分析（content analysis）を行う方法である。計量テキスト分析の実践においては、コンピュー
タの適切な利用が望ましい。（樋口, 2014, p. 15）
　
そして、樋口（2014）はインタビューなどのテキスト型データを計量分析する利点として、「信頼性
ないしは客観性を向上させ、直接比較検証に耐える研究を蓄積できるということ」（p. 6）、「データの
全体像や概観を描くのに適している」（p. 6）ことの 2 点を挙げている。
5 ．分析結果
まず、参加学生のインタビューの中でどんな言葉が何回出現していたかを調べた。KH Coder は、「助
詞や助動詞など、どのような文の中にでも出現する一般的な語を省き」（樋口 , 2014, p. 68）、「活用をも
つ語は基本形に直して抽出するので、例えば『多ければ』『多くて』『多い』『多かった』といった記述
がデータ中にあった場合，KH Coder は『多い』という語が 4 回出現していたものと見なす」（樋口 , 
2014, p. 21）。このような KH Coder の処理によってインタビュー全体で延べ20,275語、1,662種類の語が
抽出された。その後、語と語の結びつきを探索するために階層的クラスター分析を行った。
インタビューデータは 6 つのクラスターに分類された（表 3 ）。クラスター 1 から 3 までの 3 つが海
外実習参加の動機づけに関するもの、クラスター 4 が海外実習参加に臨む期待と不安、クラスター 5 と
6 の 2 つが海外実習で達成したい目標となっている。
まずクラスター 1 については、「向こう」「タイ」「アメリカ」の「国」「学生」は（レベルが高い）（い
ろいろなことをやらせてもらっている）という話を「聞」いたので、実際に「見」たいなど、日本では
できないことが海外実習ではできるのではないかという海外実習参加のスキルに関連する動機づけを示
している。
次にクラスター 2 には、「留学」は「今」じゃないとできない、「今」までずっと「留学」に行きたい
と思っていた、「今」はわからないけど将来「留学」に行って良かったと思えるだろう、など海外実習
というよりは、海外留学全般に関連する動機づけを含むものが多かった。なお、「先生」については、「と
─ 45 ─
『先生』が言っていた」や「向こうに行った『先生』
を知っている」などの発言で出ている。
またクラスター 3 では、「将来」は「行ける」かど
うかわからないし、学生のうちに「海外」「実習」に
「行ける」なら、という「感じ」で志望しました。と
いうように、海外実習参加のタイミングに関連する動
機づけを含むものが多かった。
クラスター 4 を見ると、海外実習は「患者」と「話
す」「良い」「機会」または「時間」であるが、実際に
「話せる」のか「不安」でもあるという、海外実習に
臨む期待と不安を表す語が集まっている。このクラス
ターから、学生の大きな不安は、海外実習先の先生や
学生、患者や現地で会う人に対して「話す」「話せる」
のコミュニケーションにかかわるものであることがわ
かった。
クラスター 5 にも、「コミュニケーション」に関す
る語がでてくる。実習先に「行」ったら、「多分」「普
通に」、「英語」や「医学」の「勉強」をしたり、「コミュ
ニケーション」をとれるようになりたいといった、海
外実習で達成したいスキル関連の目標に関する語が集
まっている。
最後にクラスター 6 には、「日本」や「自分」と「全
然」もしくは「結構」「違う」「人」たちの行動やシス
テム、「言う」ことが「分かる」ようになりたいという、
海外実習で達成したい異文化適応の目標に関する語が
分類されている。
以上のように、自動処理によってインタビューの中
から言葉を抽出して多変量解析を行い、分析者の判断
をできるだけ入れない形で、データにどのような主題
が多く含まれていたかを明らかにした。
6 ．考察
本稿の一つめの目的である「海外実習参加に影響を
与える要因を明らかにして、SIEs 研究と学生の海外
留学研究のギャップを埋める」については、一定の答
表 3　インタビュー頻出語のクラスター分析
クラスター 1 出現回数
海外実習参加の動機づけ（スキル）
向こう 46
聞く 38
見る 31
国 28
タイ 26
アメリカ 24
学生 22
クラスター 2 出現回数
海外実習参加の動機づけ（海外留学）
先生 25
本当に 25
留学 21
今 20
クラスター 3 出現回数
海外実習参加の動機づけ（タイミング）
海外 56
感じ 53
実習 40
行ける 23
将来 21
クラスター 4 出現回数
海外実習参加の期待と不安
機会 35
良い 32
話す 32
話せる 29
患者 24
不安 21
時間 21
クラスター 5 出現回数
海外実習で達成したい目標（スキル）
行く 155
英語 134
思う 281
医学 32
勉強 60
行う 27
多分 47
コミュニケーション 20
普通 29
クラスター 6 出現回数
海外実習で達成したい目標（異文化適応）
結構 77
自分 76
人 65
日本 56
言う 51
分かる 50
違う 43
全然 37
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えを得た。すなわち、本稿で分析した医学生の海外実習は、大学生の海外留学と SIEs の海外駐在との
中間に位置することが分かった。（図 1 ）は、医学生の海外実習参加に影響を与える要因と、先行文献
で挙げられた SIEs と大学生の海外留学に影響を与える要因を比較したものである。この図では、SIEs
と大学生の意思決定要因のほとんどが、医学生の海外実習の頻出語クラスター 1 ～ 6 に含まれているこ
とがわかる。したがって、海外駐在、海外実習、海外留学参加の意思決定要因の多くは共通しているこ
とが分かる。一方で、海外留学の意思決定要因のうち「身近に留学経験者がいる」「親が留学に賛成」「卒
業後に海外志望がある」「過去に海外経験がある」は、海外実習のインタビューで発言はあったが頻出
語としては抽出されなかった。加えて、これら 4 つの要因は SIEs の意思決定要因では見られない。こ
のことから、これら 4 つの要因は大学生の海外留学では大きな影響を与えるが、海外実習ではある程度
の影響しか与えず、海外駐在ではほとんど影響しないことが読み取れる。
さらには、SIEs の意思決定要因「動機づけ CQ（異文化適応力）」は、海外実習と海外留学には存在
しなかった。「動機づけ CQ（異文化適応力）」は、先行文献レビューのところで触れたように「私は新
しい文化に適応するストレスに対処することができる」など、自分には異文化適応力があるという自信
である。したがって、この「動機づけ CQ（異文化適応力）」が SIEs の意思決定要因にのみ存在ことか
ら想定できることは、SIEs は既に過去の海外留学もしくは海外駐在経験を通して「動機づけ CQ（異文
化適応力）」を身に付いたのではないかということである。さらに言えば、「過去の海外経験」が、海外
留学や海外実習の参加意思決定要因になり、これらの留学や実習を経験することで「動機づけ CQ（異
文化適応力）」が育成され、将来 SIEs（自発的な海外駐在員）になる可能性が考えられる。この流れに
ついて今後も研究していきたい。
図 1　先行文献との比較
SIEs 医学生の海外実習 大学生の海外留学
赴任地の労働条件が魅力的
新たなことを学びたい
1 ．動機づけ（スキル）
5 ．目標（スキル）
語学力向上
自己成長欲求
国際的な経験への志望
好奇心
2 ．動機づけ（海外留学）
6 ．目標（異文化適応）
海外留学希望
困難な状況に身を置きたい
新しい文化を経験したい
赴任地の就労しやすさ 3 ．動機づけ（タイミング） 参加時の年齢
大学主催で同行者がいる
留学先に知り合いがいる
発言データはあったが
頻出ではない
身近に留学経験者がいる
親が留学に賛成
卒業後の海外志望がある
過去に海外経験がある
動機づけ CQ（異文化適応力）
過去・現在の状況からの逃避
赴任地に関係のある家族
発言データなし 卒業後の予測所得が低い
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本稿の二つめの目的であるインタビューデータ分析に「手作業による伝統的な質的分析方法ではなく、
コンピュータを用いた量的分析である計量テキスト分析を採用する」について述べる。本稿の分析より
以前に、同じインタビューデータを筆者の手作業により分析した。その際には、次の 8 個のカテゴリー
を見出した。それらは「海外実習の参加しやすさ・安心感」「異文化・海外を体験したい」「自分の能力
の向上」「将来のキャリアに役立つ」「過去の海外経験の影響」「自己成長」「家族の賛同」「母国語以外
を使って仕事をしたい」であった。これらは計量テキスト分析のクラスターと一致したり対応したりし
ているものが多い。したがって、基本的には手作業の質的分析と計量テキスト分析の結果は近いという
ことができる。ただし、計量テキスト分析を行った利点として、次の 2 つが挙げられる。一つめは、ク
ラスター分析で、出現パターンの似通った組み合わせ、すなわち同じ文章中に出現する語の組み合わせ
を読み解くことができたことである。その結果、手作業では 8 つに分かれていた動機づけを 3 つのクラ
スターにとりまとめることができた。もう一つの利点は、頻出語とそうでない語の区別を客観的に行え
たことである。その結果、手作業の質的分析で見出した「過去の海外経験の影響」「家族の賛同」は、
インタビューデータには存在したものの、クラスターを形成するほど頻出していないことが分かった。
一方で、質的分析の方が優れていた部分もある。それは、「海外実習の参加しやすさ・安心感」に言及
した発言が一定数出現していたにもかかわらず、クラスター分析ではこの主題を抽出できなかったとこ
ろである。この理由は安心感の根拠として「先輩」「知り合い」「一緒」という語がバラバラに使われて
いたからである。計量テキスト分析も万能ではないので、こういった語は同一の文脈として扱えるよう
にコーディングをする必要がある。樋口（2014）も、段階 2 として「分析者が主体的かつ明示的にデー
タ中からコンセプトを取り出し、分析を深める段階」として、コーディングを推奨している。今後は、
分析者の主観を交えずにデータを概観する量的分析を行うだけでなく、分析者の解釈や問題意識を追求
するためのコーディングも合わせて行っていきたい。
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